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明末における塘報の伝達一大同辺外から北京へ

櫻 井 俊 郎

は じめに

論者はさきに、長城地帯の前線から朝廷へ発出された公文書史料をもとに、明末の宣府 ・大同方

面における偵察活動の実情を描出する試みを発表 したll)。論中では特に、長城外の偵察活動が当時

の遼東情勢と関連していたこと、その活動には属夷とされたモンゴル人たちが深 く関わっていたこ

と、モンゴル人達は旧時の約束をたてに明朝に対 して恩賞を強 く要求 してお り、厳しい交渉を余儀

なくされた明朝と彼らとの間には軋礫も生じていたこと、等を指摘することができた。

材料として用いた公文書は、主として塘報と呼ばれる、前線からの軍情報告である。「一次情報」

ゆえに現場で何が起こっていたのかをつぶさに伝えるものであり、そこから明軍の将領 と辺外モン

ゴル人たちとの生々しいや りとりを再現することができたのは、大きな収穫であった。塘報はまた、

それ自体が当時の情報伝達のありようを具体的に示すものでもある。前線で探 り得た情報が、いか

にして北京の兵部 ・朝廷まで伝えられたのか、その受け渡 しの経路や伝達速度の実際も内に記録 し

ている。前稿では、あくまでも前線での偵察活動の実態分析に焦点を当てていたため、情報が如何

に中央へ伝達されたかについては論究しなかった。

本稿では、前稿にて用いたのと同じ公文書を、当時の情報伝達がどうなっていたかとい う観点か

ら再度姐上に載せて分析を試みることにする。

1.崇 禎十四年五月、大同総鎮標下の哨丁 ・安心才 らの報告

最初に具体例 を一つ挙 げ、詳 しく分析す ることに したい。崇禎 十四年五月十五 日に兵部に届け ら

れ、同 日、題本に引用 され て上奏 され た、宣大総督 張福藻の塘報(2)を見てみ ることにする。は じめ

に 【原文】を掲げ、【読み下 し】と 【翻訳】を順次、示す。そのそれぞれ には句読点のほか、入れ籠

式の構造になった各級の公文書 を区別す るため、カギ括弧 も加 えた。また、文書の送達順 を示すた

め、便宜的に丸数字を附 しておいた。例えば、②の文書の場合、その始ま りと終わ りを 『②…/…

②』 とい う具合に表現 してある。【原文】を除き、基本的に当用 ・常用漢字に置 き換えてある。

【原文】

兵部題行 「宣大総督張福錬塘報」稿 秋字百六+四號五月廿行訟 大同科書辮趙文鐸・楊蕃承

『⑧兵部尚書加俸二級降三級臣陳謹題、爲夷情事。崇禎十四年五月十五日午時、准宣大総督張福錬

塘報内稻、『⑦崇禎十四年五月十四日辰時、准大同巡撫劉夢桂塘報開稻、『⑥本年五月十一日寅時、

撮大同右衛路管参將事都司倉書王之棟火牌塘報、『⑤本月初九日亥時、擦殺胡塗守備張成功稟稻、『④
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本日酉時、披監邊把総周希哲報稻、『③有大同総鎭標下哨丁安心才 ・右衛路張進實等 ・助馬路都廷寳

等、從本邊七」敦水口入口、報稽 『②有熟夷、向進才 ・進寳等説稻 『①朝庫見帯領夷人、毎名騎捧隻

馬、要紅賜胸 ・箭四十枝、銀随両個小官來邊、講討封賞情形。①』役等復又探得、前來夷人、在於

離邊三十里外地方、住牧察黒占。役等見得、人馬衆多、不比往 日、乗便入口稟報。②』其総鎭下温彦

荘等 一右衛路張士徳等 ・威遠路董天才等、尚在口外哨探。③』等情、縁孫到職。④』具稟到路。⑤』

塘報到職。接此爲紹。夷 目朝庫見等、因在殺胡口外、聞刀説誓、願護哨導馬、該前督撫題奉明旨、

歳給賞賓。三年以來、倶於焼荒之時、畑邊約全給並無欠少。此時尚未入秋、且今東西多事之時、率

領部落及 卜酋遺華、乗機挾講…。況昨已奉有明旨、現行道將等官講聾。今各夷帯領兵馬衆多、忽到三

十里之外、其爲何如。除獲兵設防外、侯再有情形男行馳報。⑥』等情、到部院。准此看得、 卜酋即

急干講封、只宜卑僻以求、豊可領兵要挾。除盗行該撫、理諭速蹄静候、講聾一就緒、便即代題、萬

不可自胎伊戚、及筋令嚢兵嚴防外、理合塘報。⑦』等因到部。謹具題知。崇禎十四年五月十五 日。

⑧』

兵部 『⑧'爲 夷情事。該本部題、云云。⑧'』 等因、崇禎十四年五月十五日本部尚書陳具題、十六

日奉聖旨。『⑨知道了。著該督撫道將、嚴兵筋防、不得疎虞取餐。欽此。⑨』欽遵、密抄到部送司、

案呈到部、『⑩擬合就行。爲此、一、盗宣大総督 ・大同巡撫、煩紹明旨内事理、行令道將等官、嚴兵

筋防、勿得弛解、致有疎虞。⑩』崇禎十四年五月十九日、郎中張若麟。

【読 み下 し】

兵部、「宣大総督張福錬の塘報」を題 ・行するの稿 「秋」字、百六+四 号、五月廿日行し詑りぬ、大同科書弁趙

文鋒、楊蕃、承く。

『⑧兵部尚書加俸二級・降三級、臣陳、謹んで題 し、夷情の事の為にす。崇禎十四年五月十五 日午時、

宣大総督張福擦の塘報を准けた り。内に称す らく、『⑦崇禎十四年五月十四 日辰 時、大同巡撫劉夢桂

の塘報 を准 けた り。開 して称す らく、『⑥本年五月十一 日寅時、大同右衛路管参将事都 司愈書王之棟

の火牌塘報 に拠 るに、『⑤本月初九 日亥時、殺胡塗守備 張成功 の稟に報ず らく、『④本 日酉時、監辺

把総周希哲の報に拠 るに称す らく、『③大同総鎮標下の哨丁安進才、右衛路張進 宝等、助馬 路都廷宝

等、本辺七激水 口よ り入 口して報ずる有 り、称す らく、『②熟夷の進 才、進宝等に向かいて説 く有 り、

称す らく、『①朝庫児 、夷人を帯領 し、毎名双馬 を騎擁 し、紅の賜胸、箭 四十枝 を要 し、両個の小官

を眼随 して辺に来 り、封賞の情形を講討 せ り、①』 と。役等、復又探 り得たるに、前来の夷人、辺

を離るること三十里外の地方に在 りて住牧せ ること、察点 した り。役等、見得 たるに、人馬衆多な

る、往 日の比にあらざれば、便 に乗 じて 口より入 り稟報せ り、②』 と。其の総鎮下の温彦荘等、右

衛路張士徳等、威遠路董天才等、尚お 口外 に在 りて哨探 しつつ あ り、③』等情 あ りて、縁 由、職 に

至 る。④』稟を具 して路に至る。⑤』塘報、職 に至る。此に拠 りて為照す るに、夷 目の朝庫児等、

殺胡 口外 に在 りて、聞刀 して誓 を説 くに因 り、哨を護 り馬を導かんことを願 う。該前督撫 、題 して

明 旨を奉 じて、歳に賞費を給 し、三年以来、倶 に焼荒の時に於いても辺約 に照 らして全給 し、欠少

無 し。此の時は尚お未だ秋に入 らざるも、且 も今は東西多事の時に して、部落及び ト酋の遺華を率

領 して機に乗 じて講を挟む。況や、昨ごろ已に明旨を奉有 し、現に道 ・将等の官に行 して講聾 しっっ

あり。今、各夷の帯領せ る兵馬、甚だ衆多なり、忽 として三十里之外に到れるを、其れ如何なすべ
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きや。兵を発 して防を設 くるを除 くの外、再び情形 あるを侯 ちて男に馳報を行 え。⑥』等情 ありて、

部院に到る。 此を准けた り。看得た るに、 卜酋、講封に即急 なるは、只、宜 しく卑辞 して以て求む

べ きなるに、豊 に兵を領 して要挟せ んや。該撫 に沓行 して、理 として速やかに静候 に帰すべきなる

を諭 し、講聾ひ とたび緒 に就けば、便 ち即 ちに代題 し、万 も自ら伊の戚 を胎すべか らず、及び筋令

して兵を発 して防を厳 にすべ きを除 くの外、理 として合 に塘報すべきな り。⑦』、等因あ りて、部 に

到 る。謹んで具 し、題知せん。崇禎十四年五月十五 日。⑧』

『⑧'兵 部、夷情の事の為にす。該本部題す らく、云々。⑧'』 等因あ りて、崇禎十四年五月十五

日、本部尚書陳具題す。十六 日、聖 旨を奉 じた り。『⑨知道了。該督撫 ・道 ・将に著 して厳兵餉防せ し

め、疎虞に して各を取 るを得 ざれ。 此を欽め。⑨』欽んで遵い、密抄 して部 に到 り、司に送 る。案

呈、部に到 る。『⑩擬す らくは合に就きて行 うべ し。此が為に、一、宣大総督 ・大同巡撫に盗 して明

旨内の事理に煩照 し、道・将等官に行令 して厳兵餉防せ しめ、弛解 して疎虞 あるを致すを得ること勿

れ。⑩』 と。崇禎十四年五月十九 日、郎 中張若麟。

【翻訳 】

兵部、「宣大総督張福環の塘報」を題 ・行す るための稿本{一 収貯の整理用タイトル}

「秋」字、百六十四號、五月廿日、発出済み{=収 貯の整理記号・番号}。大同科書弁趙文鋒、楊蕃、受領。

{=収貯の整理者}

『⑧兵部尚書加俸二級・降三級のわたくしめ陳新甲が謹んで夷情に関す る題本を上奏致 します。崇禎

十 四年五月十五 日の午の刻(12:00)に 、宣大総督張福錬の塘報を受領致 しま した。曰 く、『⑦崇禎十

四年五月十 四日の辰 の刻(8:00)に 、大同巡撫劉夢桂の塘報を受領致 しま した。 曰く、『⑥本年五月

十一 日の寅の刻(4:00)に 受領 した、大同右衛路管参将事都司愈書王之棟 か らの火牌塘報{=割 り符

を用いた緊急情報}に 拠 ります と、『⑤今月九 日の亥の刻(22:00)に 受 け取 りま した、殺胡墨守備張成

功の稟報に拠 ります と、『④本 日の酉 の刻(18:00)に 承けた監辺把総周希哲か らの報 に拠 りますれば、

『③大同総鎮標下の哨丁{=斥 候}安 進才、右衛路張進宝 ら、助馬路都廷宝 らが、本辺 の七敢 水口よ

り殺胡 口に入 って報を寄せ て参 りま した。曰く、『②ある熟夷が、我 らに向かって申しますには、『①

朝庫児はモンゴル人たちを引き連れ てお ります。一人につ き二頭の馬 を連れ{=一 頭に騎乗、一頭を

牽引?}、 紅色の賜胸{=あ ぶみ?}と 箭四十枝 を要 し{=ひ と括りにし?}、 二名 の小官 を銀随 して辺

に来まして、恩賞に与 らんがこ とについて話 し合いに参ってお ります。①』 とのことで した。我 ら

{=哨 丁安進才ら}が また、探 り得た ところによ りますれば、参 り来たモンゴル人 どもは、長城 の辺

か ら距離三十里外の場所 に留まって居 りま して、動物たちに草を食 ませてお ります こと、偵察の結

果確認 しました。我 らが見た ところ、人 も馬 も以前に比べ甚だ多かったため、我 らは都合 に合わせ

て稟報 しに長城の関門よ り領 内に戻 った訳でございます。②』 とのことで した。大同総鎮に所属す

る温彦荘 ら、右衛路の張士徳 ら、威遠路の董天才 らにつきましては、恥 まもなお長城 関門の外にて

偵察を続 けてお ります。③』 とのこ とで した。以上、臣職{=殺 胡墜守備張成功}に 至 りました。④』

とのことで した。 この稟報が我が路{=大 同右衛路管参将事都司愈書王之棟}に 至 りました。⑤』 との

ことで した。 この火牌塘報が、臣職{=大 同巡撫劉夢桂}に 至 りました。 この塘報 に拠 って為照いた

しまするに、夷 目の朝庫児 らは、殺胡墜の 口外に在 りまして、聞刀 して誓 いを述べ立てま して、我
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が哨丁を警護 し馬を先導せん と買って出てお ります。 当該 の前督撫に於 きま して具題 して陛下の明

旨を奉 じられ、毎歳、彼 らに恩賞を与 えてやることにな りま した。 ここ三年 の間、なべて焼荒{不

詳:原 義は、開墾時に野草を焼き払うこと}の 時に於いて も辺約に照 らして全給 してお りま して、欠少

したことはございません。 当時はなおまだ秋になってお りませ んで したが、今や東西多事多難の時

に臨みま して、モ ンゴル人部落及び順義王 卜失兎の庶子 を率い参って、機 に乗 じ脅す よ うに話 しを

持ちかけてきてお ります。いわんや、さきにすでに陛下の明旨を奉 りま して、現在既 に兵備道や参

将等の官に文書を送って厳 しく督責 しておるところであ ります。今 、モ ンゴル各夷の引き連れてお

ります兵馬が甚だ多数に上 ってお り、それ らが忽 として長城 の三十里外に出現 した ことにつ きま し

ては、一体 どのよ うに処置すべきであ りま しょうや。兵 を発 して防備 を固めるのは勿論のこ と、そ

のほか再び情報が届 くのを待ちま して、別 に急 ぎ報告いた します。⑥』 といった内容が宣大総督衙

門に届 き、受 け取 りま した。看得た ところによ ります と、 卜失兎の庶子 らが恩典に与 ろ うと交渉 に

躍起になっていることにっ きま しては、本来は当然、へ りくだった態度で求めて参るべきであるに

もかかわらず、なぜ兵を引き連れて無理強いを言って くるので しょう。 当該巡撫に盗行 して、筋道

として速やかに平穏を取 り戻すべきであると諭を下 し、厳 しい督責がひ とたび緒に就 けば、す なわ

ちただちに代わって具題 し、万一にも自ずか らその憂い をのこすべ きではなく、且つまた飾令 を下

して兵を発 し、防 を厳重にすべ きなのはもちろん、その他 に、当然の こととして塘報すべ きでござ

います。⑦』 とい う内容の文書が兵部に届きましたので、謹んで題本 を作成 し、ご報告 申 し上げま

す。崇禎十四年五月十五 日。⑧』

『⑧'兵 部がモンゴル情報に関して題 します、云々。⑧'』 崇禎十四年五月十五 日、兵部尚書陳新甲

が題本 を作成 し、十六 日、陛下の聖 旨を奉 じま した。『⑨朕は承知 した。当該の総督 ・巡撫 ・兵備道 ・

参将 らに命 じて兵を厳 しく督責 して防備 を固め、ゆめゆめ怠って答 を受 けることなきよ うにせ よ。

これをっつ しめ。⑨』欽んでお遵い し、密かに筆写 して兵部に届け られ、職方清吏司に送 られま し

た。職方清吏司で案呈が作 られ、兵部尚書に届けられま した。『⑩職方清吏司 としては、当然、上記

に従って処理すべき と存 じます。 そのために、一つ、宣大総督 ・大同巡撫に杏文 を発 出 して、陛下

の聖旨の内容に準拠 し、兵備道 ・参将 らに命令を送って兵 を厳 しく督責 して防備 を固め、いい加減

にだ らけて疎かにし、怠 ることの無いよ うにすべきであ ります。⑩』崇禎十四年五月十九 日、兵部

職方清吏司郎中張若麟。

【文書の構成 と情報伝達の経過】

さて、この文書の情報元は、辺外へ偵察に出ていた大同総鎮標下の哨丁安進才、右衛路張進宝等、

助馬路邦廷宝等であった。一次情報はどの衙門の誰の手を経て、どの程度の時間を費やして北京ま

で伝えられていったのか。各衙門では、受領した文書(情 報)を どのように新たに文書化 して次の

衙門へ送 り出すのか。この塘報の内容 と文書構成を見ると、それらの点が自ずと見えてくる。

まず、情報の受け渡 しの順序は、次のようになろう。安進才らは、熟夷の口から得た情報①に、

彼 ら自身が偵察して得た情報を併せ、監辺把総の周希哲に稟報②した。周希哲はそれを殺胡塗に報

じ③、守備の張成功はその情報を大同右衛路に宛てて稟報④した。路の管参将事都司愈書の王之棟

が大同巡撫衙門へ火牌塘報⑤を発 し、巡撫の劉夢桂が宣大総督衙門へ塘報⑥にて報告を行い、総督
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張福錬が塘報⑦を北京の兵部に送 り、兵部尚書陳新甲が崇禎帝に題本⑧で報告した。崇禎帝は情報

を見て聖旨⑨を下す。以上が、情報の流れである。そして、聖旨を承けた兵部では、このあと宣大

総督 ・大同巡撫に盗文⑩を出すことが決定され、職方清吏司により作成された案呈にその旨が記さ

れたのである。

ところで、北京から宣府 ・大同方面への情報伝達ルー トは当時、どの様になっていただろうか。

路程書などには、商業者らにより利用されていた交通路が記されてお り、参考にしてよいように思

う(3>。もちろん、あくまでも商業路である以上、軍事清報の往来に利用された経路と完全に一致す

るとは限らない。しかし、およその距離を知るについては、そ う大きく誤る危険は少ないであろう。

また、『中國歴史地圖集』に記 してある各鎮 ・衛 ・墾などの場所も参照することによって、この塘報

がだいたいどこを通過 し、どれほどの距離を運ばれたものかが推定できる。路程書からわかる概算

距離と、伝達経路を地図上に ドットしたものを次に示すω。

〈北京～大同の駅逓ルー ト〉

北京徳勝門一[50～60里]一 翻 一[50～60里 〕一居庸関一[8～10里]一 盆道 ロー[50～60

里]一 魎 一[30里]一 懐来城一[55里]一 匡 璽 一[50～60里]一 翻 一[50～70里]一 固

匠璽 一[60里]一[函 一[120里]一 天城衛 一[60里]一 陽和城一[40里]一 医 亘鍾

※[]は 近隣に軍姑あ り。

(〉豊州灘

・帰化城(大板升)

ぜ

_,,こ ●/

凱/触

/

ノ

文書の受領 日時も、殺胡墜到達時点より後については塘報内に明記されている。つまり、ある衙

門では文書を受領すると、それを引用 した文書を作成 して上級衙門に向け発出する。やがて、目的

の城鎮まで運ばれた文書は受領 される。 この1サ イクルにかかった時間が分かるのである。時間経

過とおよその距離も加えて、伝達経路と受領 日時を図式化すると、下の如くである。
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①熟夷の 「説」

↓

②大同総鎮標下哨丁安進才、右衛路張進宝等、助馬路郡廷宝等 の 「稟報」 ※偵察結果

↓

③監辺把総周希哲の 「報」 ※情報を取り纏めて報告

↓殺胡塗着(14年5月9日18:00)

④殺胡塗守備張成功の 「稟報」 ※転送のみ

↓大同右衛着(14年5月9日22:00)※ 殺虎(胡)塗 ～大同右衛:約20里 見当、約4時 間

⑤大同右衛路管参将事都司愈事王之棟 「火牌塘報」 ※転送のみ

↓大同鎮着(14年5月11日4:00)※ 大同右衛～大同鎮:約200里 見当、約30時 間

⑥大同巡撫劉夢桂 「塘報」※過去の経緯と巡撫としての見解 ・対応を附加

↓宣府 総鎮着(14年5月14日8:00)※ 大同鎮～宣府鎮:約340里 、約76時 間

⑦宣大総督張福擦 「塘報」 ※総督としての見解 ・対応を附加

↓北京着(14年5月15日12:00)※ 宣府鎮～北京:約370里 、約28時 間

⑧兵部尚書陳新甲 「題本」 ※転送のみ

↓発出(14年5月15日)

⑨崇禎帝 「聖旨」 ※今後の対応を命令

↓密抄、奉 旨(14年5月16日)

兵部(14年5月16日 聖旨受領)

職方清吏司郎中張若麟 の 「案呈」(14年5月19日 作成)

↓ ⑩ 宣大総督&大 同巡撫へ兵部 「盗」(今後の予定)

兵部尚書陳新 甲

↓(14年5月20日)

大同科書弁趙文鈴、楊 蕃 ※整理 ・掛号 ・保管

塘報の構成を見れば、文書を受け取った衙門では、届いた文書の主要部分を変えずに直接引用し、

次の衙門へ受け渡す文書を作成 していることが明瞭にわかる。各衙門において、新たな情報や自ら

の見解を付け加える揚合もあれば、受領文書の引用のみで何も付け加えず、実質上転送と変わらな

い場合もある。いずれにしても、前線の情報が崇禎帝に報告される段には、以下のようにこの公文

書は多重的な入れ籠構造を呈することになる。

⑧兵部尚書陳新甲 「題本」⊃⑦宣大総督張福瑛 「塘報」⊃⑥大同巡撫劉夢桂 「塘報」⊃⑤大同

右衛路管参将事都司愈書王之棟 「火牌塘報」⊃④殺胡墾守備張成功 「稟報」⊃③監辺把総周希

哲 「報」⊃②大同総鎮標下哨丁安進才・右衛路張進宝等 ・助馬路都廷宝等 「稟報」⊃①熟夷 「説」

そして公文書末尾の部分は、兵部題本を承けての崇禎帝の聖旨が下された後、兵部職方清吏司で

今後の方針が策定されるまでの時間経過に沿 う形で構成されている。
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⑧'兵 部尚書陳新甲 「題本」→⑨崇禎帝 「聖旨」→兵部→兵部職方清吏司郎中張若麟 「案呈」

→兵部→⑩宣大総督、大同巡撫宛ての 「杏」(今後)

こうした文書構成は一般的な公文書にも普遍的に見られるものであるが、特に軍時報告である塘

報の場合は、入れ籠式の構造が顕著に現れていると言える。

2.塘 報の構成 をとお してみ る情報伝達の事例

以下に、前稿で用いた各塘報 についても、 どうや って宣府 ・大同方面の前線か ら朝廷に情報が伝

えられたかを示す具体例 として、表の形で整理 してみたい。なお、前章で分析 した崇禎14年5月 の

塘報も、「5.」に挙げて ある。

1.兵 部題 「宣府巡撫劉永柞塘報」行稿(崇 禎13年5月 初1日)甲 編・第10本 ・967

順 発出者役職 ・人名[他 の称呼] 種別 日付(発 出。r受領) 受領者

兵部 題稿 存 宣府科王世口

⑧ 兵部尚書陳新甲[部] 題本 13.05.01,具 題 崇禎帝

⑦ 宣府巡撫劉永柞[職] 塘報 13.05.01.准 陳新甲

⑥ 分守口北道江萬緒[道] 塘報
13.04.28.08:00(辰 時)

(受)
劉永柞

⑤
管宣府右衛路参將事副將葛汝芝

[職、卑職]
塘報

13.04.26.08:00(辰 時)

准
江萬緒

④ 張家口墜守備賞梧[職 卑職] 稟
13.04.24.18:00(酉 時)

(受)
葛汝芝

① (宣府)総 鎭 諭帖 13.04.20.蒙 質梧

② 張家口塗守備質梧、撫夷頸都司 傳諭
口夷那木生
・文媛兎等

③ 陶郡把什
口稟 、

口報
質梧

⑨ 崇禎帝 聖旨 13.05.02..奉 陳新甲

⑩ 兵部職方清吏司 案呈 到部 陳新甲

兵部尚書陳新甲 盗文 (今後発出予定)
宣大総督 ・口口

(=宣府)巡 撫

兵部尚書陳新甲 筍付 (今後発出予定)
宣府柳溝各鎭・分

守分巡口口各道

これ は前稿第二章 「偵察活動の強化」4ペ ージ、【宣大方面の偵察活動一崇禎十三年四月】の項に

て根拠 とした史料である(5)。① ～③の部分が一次晴報 と言 うべき部分 にあたる。まず、宣府総鎮(宣

府総督 劉永柞)が 張家 口墜守備質梧 に諭帖① を下 し、撫夷甑都 司を通 じて 口夷の那木生 ・文媛兎 ら

に伝諭② して、一、原派の独石辺守 口夷人を連れて速やかに独石 口の守辺に赴き、東奴(=満 洲人)

の動 向を偵察す る際の道案内 とすべきこと、一、我が哨丁の活動 を妨害す る夷衆は何部落で、その
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理由は何かを調査すべきこと、を命 じた。諭を受けた陶郵把什 らが口稟③するには、那木生らは差

遣 してからまだ戻ってきておらず、代わりに夷人の我麦気 ら十名に任務を命 じたところだ、とのこ

とだった。

質梧が諭帖①を受領 したのは崇禎13年4月20日 のことである。口稟③を受けたのがいつかは不

詳だが、彼は管宣府右衛路参将事副将葛汝芝に稟④を上し、確かに諭を夷人に伝えたと同時に、長

哨李国柱を辺外に使わして我麦気ら十名を管押 して独石口塗に連れてきた旨を報告した。葛汝芝が

これを受領 したのが4月24日18時 頃(酉 時)の ことであった。

葛汝芝からは分守口北道江禺緒へ塘報⑤が発せられ、受領日時は4月26日8時 頃(辰 時)。江禺

緒から宣府巡撫劉永柞へ塘報⑥が発せ られ、受領日時は4月28日8時 頃(辰 時)。 さらに劉永柞か

らの塘報⑦が兵部尚書陳新甲のもとへ届いたのが5月1日 のこととなる。張家口墜守備の賞梧が宣

府総鎮の諭を承けてから兵部に情報が伝わるまで、総 じて11日 間かかった計算になる。

なお、上記伝達ルー トの うち、宣府に衙署を置く分守 口北道江禺緒が葛汝芝の塘報を受領 したの

が4月26日8時 、同鎮内の巡撫劉永詐がその報に接するのが丸二日後の28日8時 、そこから兵部

(北京)へ は約三日を要して5月1日 ということであるから、宣府内の衙門で処置に要 した時間は

凡そ3～4日(可 能性としては最短2日 、最長5日)だ ったと推定される。

その後、同日中に陳新甲の題本⑧が崇禎帝のもとへ発せられ、翌2目 に関係各官に連絡して夷人

を協力させつつ偵察活動を継続するよう聖旨が下った。兵部職方清吏司ではそれを受け、これより

宣大総督と宣府巡撫に沓文を、また各鎮 ・道官へ筍付を発出して聖旨を伝達する旨、案呈に記 して

いる。

2.兵 部題 「大同巡撫劉夢桂塘報」稿(崇 禎13年9月 初2日)辛 編 ・第6本 ・528

順 発出者役職 ・人名 〔他の称呼] 種別 日付(発 出 。r受領) 受領者

兵部 題稿 有書冊
大 同科書 辮趙 文

鏡(マ マ)・楊蕃

⑪ 兵部尚書陳新甲[部] 題本 13.09.02.具 題 崇禎帝

⑩ 大同巡撫劉夢桂[撫 院、職] 塘報
13。09.02.16:00(申 時)

准
陳新甲

⑨ 大同総兵官王撲[本 職、道、鎭] 塘報 13.08.25.准 劉夢桂

⑧ 管右衛路管参將事王之棟[路] 轄報 13.08。22,(受) 王撲

⑦ 殺胡塗守備高鷺[卑職] 稟 13。08。20.(受) 王之棟

① 王守備頂氣温布 稟 13.08.19,(称) 高鷺

② 撫 院 、 道 、 路 、磨 伝諭 各夷

③
夷 目朝庫見 ・黄狗 ・梶猫頼 ・必克

合収氣 ら30家 の頭 目
哀稟 高鷺

④ 殺胡塗守備高鷺 (語) 各夷 目

⑤ 夷目朝庫見ら30家 の頭 目 (語) 高鷺

⑥ 大同巡撫劉夢桂[轍] 親諭 各夷目

⑫ 崇禎帝 聖旨 13.09.02.奉 陳新甲
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前稿第二章、5～6ペ ージ、【消息不明の哨丁の捜索一崇禎十三年八月】にて用いた文書である(6)。

殺胡塗守備高鷺の稟⑦は、当該案件の背景を次の如 く記す。消息を絶った助馬路哨丁2名 の捜索活

動が、大同兵備道右参政謡明楷 らと夷 目王守備頂気温布 らの問の取 り決 めに従い、夷人4名 によ り

進 められた。 しか し、期限の8月15日 になっても何 ら成果を上げ得なかった。か くして、行方不明

になった哨丁の警護役だった と思われ る領哨夷人2名 の処分をめぐり、漢夷問で もめることとなっ

た、 と。そ して①～⑥の部分が、ま さに一次情報 と言 うべき、殺胡塗守備高鷺 らと夷 目朝庫児 らの

間で交わされた実際のや りとりの様子で ある。彙斬に処 して責任 を取 らすべ しとする明朝側の強硬

な主張② ・④に対 し、夷人側 も助命を嘆願 して一歩 も引かない③ ・⑤。両者の綱引きが生 き生 きと

描写 されてい る。最終的に大同巡撫劉夢桂 の諭⑥ によって、身柄を夷 目朝庫児預か りとす ることで

決着がはか られたのだった。以上のや りとりは8月19日 に行われ、それが殺胡墨守備高鷺の稟⑦ に

よって管右衛路管参将事王之棟(8月20日 受領)を 経 由し、大同総兵官王撲に転報⑧ された(8月

22日 受領)。 王僕か らは大同巡撫劉夢桂 に塘報⑨が発せ られて8月25日 に受領 された。劉夢桂か ら

兵部尚書陳新甲へ塘報⑩が送 られて受領 されたのが9月2日16時 だった。なお、陳新 甲は同 日中に

具題 し、崇禎帝の聖 旨を同 日中に奉 じている。

すなわち、殺胡墨か ら大同右衛へは最長で も1日 、大同右衛か ら大同鎮間は約2日 、大同鎮内で

総兵官か ら巡撫に回されていたのが併せて約3日 、大同鎮から兵部までは約7日 の 日時を要 した。8

月19日 か ら起算すると、現場の情勢は トー タル13日 間で北京まで伝わったことになる。

3.兵 部 題 「大 同 巡 撫 劉 夢 桂 塘 報 」 行 稿(崇 禎13年11月28日)甲 編 ・第10本 ・996

順 発 出者役職 ・人名[他 の称呼] 種別 日付(発 出・r受領) 受領者

兵部尚書陳新甲 題稿 13.11.28.朝
大同科書辮趙文

鋒、楊i蕃

⑰ 兵部尚書陳新甲 題本 13.11.28.具 題 崇禎帝

⑯ 兵部職方清吏司陳若麟 案呈 13.11.27.到 部 陳新甲

⑮ 大同巡撫劉夢桂
塘報 ・

榑報

13.11.27.16:00(申 時)

准
陳新甲

①c 右衛助馬等路参將王之棟等
塘報・

移文
13.11.13.～17. 劉夢桂

①b 各塗守備高鷺等 (報) 王之棟

①a 哨丁 (報) 高鷺

②c 分守糞北道右参議朱家仕 塘報 劉夢桂

②b 平虜路参將雷起春 報 朱家仕

②a 援兵螢歩哨賀鷺 報 雷起春

③ 大水口墜哨丁武江 塘報 劉夢桂 儒起春)

④b 右協副將楊化麟 塘報 又准 劉夢桂

④a

機見千総王鎭邊、家丁劉光玉

等、大同総鎭標下守備秦雄、平

虜路出哨把総擢忽頼等

(報) 楊化麟
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⑤b 平虜路参將雷起春 塘報 又准 劉夢桂

⑤a 大水口墜哨丁李剛 報 雷起春

⑥ 敗胡塗哨丁王伏海 塘報 劉夢桂(雷 起春)

⑦ 迎恩塗哨丁鄭景rl 塘報 劉夢桂(雷 起春)

⑧d 鎭守大同総兵官王撲 塘報 又准 劉夢桂

⑧c 得勝路参將鍾鳴高 報 王僕

⑧b 鎭i遙墨守備李薙壁 稟 鍾鳴高

⑧a
哨探守備張天才、本鎭標下出哨

守備王國忠、健丁[役 等?]
(報) 李薙壁

⑨ 大同巡撫劉夢桂 塘報 兵部

⑩ 兵部尚書陳新甲 題本 崇禎帝

⑪ 崇禎帝 聖旨 陳新甲

⑫ 兵部尚書陳新甲 行 劉夢桂

⑬c 得勝路参將鍾鳴高 呈 劉夢桂

⑬b 鎭美塗守備李覆壁 呈 鍾鳴高

⑬a 本路哨探守備張天才 (察得) 李蔽壁

⑭c 大同巡撫劉夢桂 塘報 陳新甲
⑭b 得勝路参將鍾鳴高 呈 劉夢桂

⑭a
本路哨探守備張天才と鎭蒐塗
守備李薙壁

呈 鍾鳴高

⑲ 崇禎帝 聖旨
13.12.04.08:00(辰 時)

奉
陳新甲

⑳ 兵部職方清吏司郎中張若麟 案呈 13。12.04. 陳新甲

兵部尚書陳新甲 盗文 (今後発出予定) 大同巡撫李夢桂
兵部尚書陳新甲 筍付 (今後発出予定) 大同総兵官王撲

前稿第二章6～8ペ ー ジ、【夷人の動向一崇禎十三年十一月】にて用いた文書である(7)。崇禎13年

11月13日 ～17日 における偵察情報 として、各方面か ら寄せ られた①a～ ⑧aお よび⑬a・⑭aの 諸情

報が、この文書 における一次情報である。煩 を避 け、ここでは個別 の情報の中身は紹介せず、各情

報が辿 った経路のみに絞って見てみたい。各例 ほぼ共通 して、哨丁や哨探守備で得 られた情報が墜 ・

路の守備 ・参将 レベルを経由 し、大同巡撫劉夢桂に集約 されていることがわかる。劉夢桂 がそれ ら

を取 り纏 めて、塘報⑨⑮で兵部に報告 している。⑮の冒頭部分で、これは既に報告済みの11月8日

～12日 の情報に引き続 くもの としているところか ら、恐 らくこれに先だち、同様 の形式で偵察活動

報告が行われているのであろう。大同鎮か ら北京までの伝達に要 した時間は明 らかではないが、最

も遅い一次情報の 日付 である11月17日 から起算すると、兵部が⑮ を受領 した11月27日16時 まで

都合10日 とい うことになろ う。ただ し、大同右衛路や大同鎮で情報 を承 けた 日時が全 く判 らないの

で、それ以上のことは不明である。

なお、陳新 甲が11月28日 に具題 したこの報告に対 し、12月4日8時 に聖旨が下 され、同日の職

方清吏司の案呈中で大同巡撫 に盗文 を、大同総兵官に筍付 を発 出す る旨が記 されている。聖 旨が発

せ られるまで5～6日 もかかっているのが特徴的である。
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4.兵 部 題 行 「大 同 巡 撫 劉 夢 桂 塘 報 」 稿(崇 禎14年4月13日)丁 編 ・第7本 ・662

順 発出者役職 ・人名[他 の称呼] 種別 日付(発 出 。r受領) 受領者

兵部尚書陳新甲 題稿 14.04.16.行 詑
大同科書緋趙文

鐸、楊蕃

⑬ 兵部尚書陳新甲 題本 14.04.13.具 題 崇禎帝

⑫ 大同巡撫劉夢桂
塘報・

馳報

14.04.13.12:00(午 時)

(受)

陳新甲

④ 兵部尚書陳新甲 盗 13.12。29.(受) 劉夢桂

① 宣大総督張福擦 塘報 13.12。?(受) 陳新甲

② 兵部尚書陳新甲 題本 13,12.?具 題 崇禎帝

③ 崇禎帝 聖旨
13.12.23.16:00(申 時)

奉
陳新甲

⑤ 総督軍門(宣 大総督張福擦?) 沓 13.12.?(受) 劉夢桂

⑪ 大同兵備道右参政謡明楷 呈 14.04.07.(受) 劉夢桂

⑩ 古(右)衛 路参將王之棟 報 話明楷

⑨ 殺胡墨守備張成功 報 王之棟

⑧ 哨丁計玄 ・胡承伯 稟 14.04.01.(受) 張成功

⑦ 朝庫見等夷 説 計玄、胡承伯

⑥ 哨夷 称 朝庫見

⑭ 崇禎帝 聖旨
14.04.15.20:00(戌 時)

奉
陳新甲

前稿第三章 「豊州灘夷朝庫児 との交渉」 中、8ペ ージ 【夷人の情報 に対す る不信感】の項で用い

た史料(8)。①～⑤は、崇禎13年12月 中の経緯で、その結果 として崇禎帝の聖旨③が降された。帝

は、豊州灘に夷人達が多数潜伏 してい るそ うだが、速やかに調査 し、的確 な情報 を報告せ よ、 と命

じている(g)。その命令に従って、以来、殺胡塗 を中心に、大同右衛近 くの辺外で偵探活動が活発化

したものだろ う。

一次情報は、朝庫児属下の哨夷が恰嘲頭河地方の情勢について朝庫児に報 じた⑥内容、及びその

言を引きつつ、我 らが協力な しに明側のみで彼の地を探索す るのは無理だろ うと述べ る朝庫児たち

自身の話⑦である。崇禎14年4月1日 、哨丁計玄 らの稟⑧ を承 けた殺胡墨守備張成功は、大同右衛

参将王之棟へ報 じ⑨、そ こからまた大同兵備道最明楷へ と転報 され⑩ 、最明楷 の したためた呈文⑪

が大同巡撫劉夢桂に届けられたのが4月7日 の ことだった。殺胡墨か ら大同までの路程では、凡そ

6日 間を要 している。

以後、劉夢桂は兵部尚書陳新 甲宛てに塘報を発す る。それが受領 されたのが、4月13日12時 頃、

すなわち更に6日 後の ことになる。同 日中に陳新 甲が具題 し、2日 後の15日 に聖 旨が降っている。

張成功の報⑨ に明言 され るように、明朝側 は前線 においても、夷人 らに対 して必ず しも信を置いて

お らず、狡猜 な彼 らに騙 されぬ ように し注意深 く偵察活動 を継続 しなければな らない、 と考えてい

た。崇禎帝の聖旨③ にも、それ と同様 の指向性が見て取れよ う。
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5.兵 部 題 行 「宣 大 総 督 張 福 錬 塘 報 」 稿(崇 禎14年5月15日)乙 編 ・第4本 ・313

順 発 出者役職 ・人名[他 の称呼] 種別 日付(発 出 ・r受領) 受領者

兵部衙門 題稿 14.05.20.(受 渡)
大同科書弁

趙文鐸、楊蕃

⑧ 兵部尚書陳新甲 題本 14.05.15.具 題 皇帝

⑦ 宣大総督張福錬 塘報
14.05.15.12:00(午 時)

准
陳新甲

⑥ 大同巡撫劉夢桂 塘報
14.05.14.08100(辰 時)

准
張福錬

⑤
大同右衛路管参將事都司愈事王之

棟

火牌

塘報

14.05.11,04=00(寅 時)

(受)
劉夢桂

④ 殺胡塗守備張成功 稟報
14,05.09.22:00(亥 時)

(受)
王之棟

③ 監遇把総周希哲 報
14.05.09.18=00(酉 時)

(受)
張成功

②
大同総鎭標下哨丁安進才、右衛路

張進寳等、助罵路郡廷寳等
報 周希哲

① 熟夷 説 安進求 張進寳等

⑨ 皇帝 聖旨 14.05.16.奉 陳新甲

⑩ 兵部職方清吏司郎中張若麟 案呈 14.05.19.(受 渡) 陳新甲

兵部尚書陳新甲 盗 (今後発出予定) 張福錬、劉夢桂

この文書は前稿第三章、9～10ペ ージ 【封号と恩賞を求めて一崇禎十 四年五月、第一報 】にて用

いた史料であ り、朝庫児お よび順義主 卜失兎の子孫 と称す る者達 と、恩賞の賜予をめぐっての交渉

が展開 されている(1。)。その構成や具体的な内容等はすでに前章で詳細に分析 ・検討 したので、ここ

では他の文書 と同形式の上掲表を提示するのみに とどめる。

6.兵 部題行 「宣大総督張福揉塘報」稿(崇 禎14年5月20日)乙 編・第4本 ・314

1頂 発出者役職 ・人名[他 の称呼] 種別 日付(発 出・r受領) 受領者

兵部尚書陳新甲 題稿
大同科書弁趙文

鈴、楊…蕃

⑩ 兵部尚書陳新甲 題本 14.05.20, 崇禎帝

⑨ 宣大総督張福錬[撫按] 塘報
14.05.20.16:00(申 時)

准
陳新甲

⑧ 大同兵備道右参政謡明楷[道] 塘報 14.05,18,(受) 張福綾

⑦
署殺胡撫夷同知張偉芳[張 同知、撫

夷圓
報

14.05.13.08;00(辰 時)

(受)
竈明楷

⑥
大同右衛路都司管参將事王之棟

[王参將、路]
報 准 張偉芳
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⑤ 殺胡塗守備張成功[卑職] 稟
14.05.12.20:00(戌 時)

(受)
王之棟

① 大同総鎭標下哨丁都進寳等 探得 14.05.09. 張成功

② 兵備道差官武天畢[道] 馳令 14.05.11. 張成功

③
朝庫見差討戸榜什擢濁頼鐵計等各

宰生
口稟

14.05.11.12:00(午 時)

称
張成功

④
張 同知 ・王参將 ・卑職 ・團総守備班

恩等
答 云 朝庫見

撫夷庁下通官以速代 ・本路下通官

陳磨元 ・卑職下通丁良戸等
報

14.05.12.10:00(巳 時)

(出発)
張成功

⑩ 兵部尚書陳新甲 題本 14.05.20. 崇禎帝

⑪ 崇禎帝
紅本

聖旨

14.05。22.00;00(子 時)

奉
陳新甲

⑫ 兵部職方清吏司郎中張若麟 案呈 14.05.22.(受 渡) 陳新甲

兵部尚書陳新甲 杏 (今後発出予定)
宣大総督、大同巡

撫

兵部尚書陳新甲 筍付 (今後発 出予定) 王撲

殺胡墜守備張成功 らと夷 目朝庫児 らとの交渉の様子を具に伝 えるこの塘報 は、前稿10～11ペ ージ、

【口頭での応酬一崇禎十四年五月、第二報】で用いた史料である㈹。一次情報 となるのは①、②、

③の三部分である。①は、小台吉二名 と朝庫児 らが甚だ多数の人馬 を連れて辺外約三十里の地 に来

ているとの、哨丁邦進宝等に よる報告。② は、武天挙が、発兵の際に役立つ正確 な情報収集をせ よ

との厳命を伝 えてお り、これは竈明楷が派 したもの らしい。③にて朝庫児が差 した討戸榜什擢独頼

鉄計等各宰生の主張す るところは、人馬を引き連れてきたのはあくまでも小台吉の護衛 ・従者 とし

てであ り、順義王 卜失兎の子孫た るものが不軌を謀るな どとい うこ とは有 り得ない、 とい うもの。

①は5月9日 に、②はll日 に、③は11日12時 に、殺胡墨守備張成功が受領 している。

張成功 らは夷人 らに対 し、汝 らに悪意のないことは了解、恩賞の件は上司 と前向きに検討中だ と

口頭④で答 えた上で、大同右衛 路都司管参将事王之棟へ以上の報告 を行った。5月12日20時 頃(戌

時)に 王之棟が受領 したその稟⑤には、情勢を さらに探るため、夷人を帰す際 に三名の通訳 を同行

させた としている。王之棟か らは報⑥に より署殺胡撫夷同知張偉芳へ、同 じく報⑦ により張偉芳か

ら大同兵備道右参政箭明楷へ と伝達 された。最明楷のもとへそれが届いたのが5月13日8時 頃(辰

時)、 話明楷の塘報⑧が宣大総督張福錬 に渡 ったのが5月18日 の ことだった。張福養 は、塘報⑨ を

兵部尚書陳新甲に送 るが、その中で、夷人は恭順な態度のよ うに見えるが、実 は傲1曼であ り、偵察

活動 を続 ける一方、厳 しく督責を行な うと語っている。陳新 甲がそれを受け取ったのが5月20日

16時 頃(申 時)、 その 日の内に題本⑩ を上 して、翌々 日(22日0時 頃)に 聖 旨を受けたのだった。

兵部職方清吏司郎 中張若麟は同 日、案呈 をしたため、杏文を宣大総督張福擦及び大同巡撫劉夢桂あ

てに、筍付 を大同総兵官王僕 あてに発す るとしている。

上述のごとく、殺胡塗の張成功の もとへ情報が集約 されたのが5月11日12時 以前(① ～④)の こ
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とで、張成功の稟⑤ を大同右衛路の王之棟が承 けたのが12日20時 頃、す なわちその間僅 かに1日

前後 とい うことになる。地図を見てもわかるよ うに、殺胡墜 と大同右衛路の問は さほ ど遠 くない(20

里前後?)た めもあろ う。情報⑦は王之棟か ら撫夷 同知張偉芳 を経由⑥ し、大同兵備道右参政竈明

楷へ、5月13日8時 に届 く。っま り大同右衛路か ら大同鎮の間は夜通 し馳せたのか、僅か12時 間

しか要 していない。大同鎮の謡明楷か ら⑧は宣大総督張福錬 の手を経て、塘報⑨ が5月20日16時

頃に兵部尚書陳新甲に届 けられた。っま り大同鎮か ら北京までは7日 と8時 間を要 した計算 になる。

上表 を見る限 り、大同兵備道衙門に比較的長 く滞留 していた ように思われ る。

7。兵部題行 「宣大総督張福藤塘報」残稿(崇 禎14年5月25日)丁 編 ・第7本 ・664

順 発出者役職 ・人名[他 の称呼] 種別 日付(発 出 ・r受領) 受領者

⑨ 兵部尚書陳新甲 題本 (訣損) 崇禎帝

⑧ 宣大総督張福揉 塘報
14.05.25.20:00(戌 時)

准
陳新甲

⑦ 大同兵備道右参政竈明楷 塘報
14.05.23.16;00(申 時)

(受)
張福鍍

⑥ 署殺胡撫夷同知張偉芳[張同知〕 報
14.05.18.08:00(辰 時)

(受)
竈明楷

⑤
大同右衛路都司管参將事王之棟

[王参將]
報 張偉芳

④ 殺胡塗守備張成功 脾職] 報
14.05.17.18=00(酉 時)

(受)
王之棟

①
原差通官以速代 ・陳磨元 ・通丁良

戸等[役 等]
報 14,05.12.(受) 張成功

② 朝庫見 討戸榜什黄狗各頭 目[衆剣 説 14.05.13.早(受)
張成功 ・張偉芳 ・

王之棟

③ []口 答云 (訣損) 朝庫見等

これは前稿12ペ ージ、【通訳官 らの伝 える情報 一崇禎十四年五月、第三報】にて用いた史料であ

るω。一次情報は大別 して二つ、一つ 目は原差通官以速代 ・陳磨元 ・通丁良戸等 によって もたらさ

れた。彼 らは順義王 卜失兎の子孫であると自称す る二名の小台吉を送 り届 けるため、明朝側か ら清

水河地方 に派遣 された通訳である。彼 らが伝 える報① に拠れば、彼 の地にはゲルがず らりと並び、

見えるだけでもざっと2000騎 以上の人馬が集結 してい る、彼 らは13日 にも使者 を送って協議を継

続す ると伝 えてきた、 とのことであった。13日 にな り、果た して朝庫児 ・討戸榜什黄狗の各頭 目ら

衆夷が殺胡墨や ってきた。一次情報の二つめは、彼 らの発言② ・③ である。冒頭で、順義王 卜失兎

の子孫 として明朝か ら受けた大恩を忘れず、誓約に も従 ってきた旨の主張をしているが、残念なが

ら後部が鉄損 していて詳細はわか らない。

二つの一次情報は、いずれ も殺胡墨守備張成功の報④に引用 されてい るもので、崇禎14年5月

17日 の18時 頃(酉 時)に 大同右衛路都司管参将事王之棟がそれを受け取 り、署殺胡撫夷同知張偉
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芳の手を経て⑤、5月18日8時 頃(辰 時)に 大同兵備道右参政竈明楷へ受け渡 された⑥。大同右衛

路～大同鎮間の所要時間は僅々14時 間 ほどに過 ぎない。最明楷 の塘報⑦ は宣大総督張福錬が5月23

日16時 頃(申 時)に 受領、次いで張福蝶の塘報⑧ が5月25日20時 頃(戌 時)に 兵部尚書陳新甲の

もとへ届 けられた。陳新甲か ら崇禎帝に上 され た題本の発出 ・受領 日時は、嵌損のため不詳である。

大同鎮～宣府鎮間は5日 と8時 間、宣府鎮～北京間は2日 と4時 間かかっている。上表か らは、先

に見た 「6.」の史料 同様、大同の衙門で時間がかかっている様子が見て取れる。

8.兵 部 爲 講i聾夷 情 事(崇 禎14年5月26日)内 閣 大庫 史料 ・巻7・400～403(13>

順 発出者役職 ・人名[他 の称呼〕 種別 日付(発 出 ・r受領) 受領者

⑨ 兵部尚書陳新甲 題本 14.05.26,具 題 崇禎帝

⑧ 宣大総督張福錬 塘報 陳新甲

⑩ 崇禎帝

御前

獲下

紅本

14.05.28,08:00(辰 時)

奉 聖 旨

陳新甲

⑪ 兵部職方清吏司郎中張若離 案呈 陳新甲

兵部尚書陳新甲 盗 (今後発出予定)
宣大総督 ・大同巡

撫

(中 鋏)

① 該道(大 同兵備道右参政薪明楷?) 塘報 部院;宣 大総督

② 部院(宣 大総督張棚秦) 塘報 陳新甲

③ 兵部尚書陳新甲 題本 崇禎帝

(中 訣)

④ 卑職(殺 胡墜守備張成功?)1不 詳ll(不 詳)

(中 訣)

⑤ 卑職(殺 胡墜守備張成功?) 不詳 職

⑥ (不詳) 塘報 道

⑦ 道(大 同兵備道右参政藩明楷?) 看得 (不詳)

文書の途中が何カ所も敏落 した残闘本であるが、具体的な交渉の様子が非常になまなましく描写

されている。前稿12～14ペ ージ、【妥結に向けて一崇禎十四年五月、第四報】にて用いた史料であ

る個。

この文書の一次情報は④ ・⑤の部分に含まれてお り、報告者は殺胡墨守備張成功ではないかと推

測される。兵部尚書陳新甲が、この交渉が行なわれる以前の背景と経緯を崇禎帝に対して③で述べ

ており、また大同兵備道右参政薪明楷と思われる者が交渉後になって見解を述べている部分が⑦で

ある。情報伝達の際に経過 した時間等については、題本 ・聖旨の受け渡しを除き、わからない。恐

らく鉄損部分に含まれているものと思われる。
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おわ りに

以上、崇禎13～14年 当時における宣大方面から北京への情報伝達の実情 について、具体例 を見て

きた。最後に、それ らを通 して、伝達に要 した 日数 ・時間に関 し示唆 され る点 について、付言 して

お きたい。

所掲の地図に推定 したルー トが大過ない もの として、本論19ペ ー ジに記 した ごとく、大雑把に言

って殺胡墨～大同右衛路は約20里 、大同右衛路～大同鎮は約200里 、大同鎮～宣府 鎮は約340里 、

宣府鎮～北京は約370里 と見 当をっけることができる。

本論 に見た実例においては、殺胡墨 ・大同右衛路～大 同鎮間には十数 時間か ら2日 前後、大同鎮

～宣府鎮間には3～5日 前後、宣府鎮～北京間 には1～2日 前後を要す るのが一般的だった と思われ

る。そ して、殺胡塗 ・大同右衛 路の最前線か ら北京の兵部衙門まで情報が達す るには、総 じて10日

～15日(早 ければ5日 ほどで行 く場合もあったよ うであるが)が 必要だったか と推 され るのである。

もちろん、これ が純粋に移動時間を示 している訳では無い。本論で述べた所要時間の根拠は、受

け取 った文書を入れ籠式に引用する際に刻印 される、文書の 「受領 日時」のみであって、刻印 され

ない 「発 出日時」は考慮 されていない。つま り、各衙署で文書を受領 した後、そこか ら文書を発出

す るまでの 日数 ・時間も含 んだ上で、情報を受 け継 いだ次の衙署で受領するまでの間、それを仮 に

「所要時間」 と称 してい るのである。残念ながら、いまのところ移動 に要 した時間そのものは、明

らかにし得ていない。

ただ、裏を返せ ば、移動のルー ト上ではどの地点で も遅速の差があま り無かった と仮定するなら

ば、 どの衙署を通過するときに時間が より多 く(よ り少 なく)か かっていたかが把握できるはずで

ある。すなわち、どの衙署で文書処理 に多くの時間 を必要 としたかが、ここには反映 され てい よう。

この仮定に立って今回取 り上げたの諸事例の所要時間数 を眺めてみ ると、明らかに、大 同鎮(大 同

巡撫)で 費や され る日数 ・時間数が他に比べて長い ことに気づ くのである。

督撫 クラスの地方大官は、明代後半期以降になって制度的に整い、中央 とのパイプも太 くな り、

権限を強化 していったと考 えられている。そ して今回見た諸事例でも確かに、情報受 け渡 しの際に、

大同巡撫 がなにが しかの判断や意見を添えているこ とが多かった。 北京 と直結す るパイプ を持 ち、

当該地域に最大の責任 と権限を有する衙署であればこそ、 より多くの案件 が集 中する地で もあった

に違いない。それ らが因 とな り、処理により多 くの時間を費やす必要があったのかもしれ ない。

いずれにせ よ、本論で検討 を加えた事例数 はあま りに少なく、また地域的に も限 られている。情

報 ・命令 の伝達 と処理についての分析をよ り精度 を上げて行 うためには、検証すべ き対象範囲 を更

に広 めてゆくことが課題 となろう。
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【註】

(1)「 明宋北辺の偵察活動 一崇禎十四年、大同右衛」、『大阪府 立大学紀要(人 文 ・社会科学)』 第

55巻 、2007年3月 、1～16ペ ージ。以後、節略 に従 って単に前稿 と称する。

(2)前 稿第三章9～10ペ ージ、【封号 と恩賞を求めて一崇禎十四年五月、第一報】で用いた史料。

本稿次章の五番 目の表 もこの史料の分析結果である。

(3)主 に、明・黄沐撰 『一統路程 圖記』8巻 、隆慶4年 刊(別 名 として 『新刻水陸路程便覧』、『圖

注水陸路程圖』等がある)、 及び明・程春宇撰 『士商類要』4巻 、天啓6年 刊に拠った。他 に蘇

同柄著 『中華叢書 明代騨逓制度』、民国58年(1969年)6月 初版 、壷潜書店/集 成図書公司、

中華叢書編審委員会印行、も参考 にした。 なお、『一統路程圖記』 と 『士商類要』 は楊正泰著

『明代騨帖考 附t一 統路程圖記、士商類要』、上海古籍出版社、1994年6月 、に影印採録 さ

れてい るものを利用 した。

(4)大 同～殺胡塗の路程 については、課其験主編 『中国歴 史地図集 第7冊(元 明時期)』、地図出

版社、北京 、1982年 、に拠 った。なお、殺胡(虎)口 にっいては最近、王澤民著 『殺虎 口与

中国北部辺彊』、内蒙古大学出版社、フフホ ト、2007年4月 、が出版 されているが、明代に関

してはさほど詳細に記述 されているわけではない ようである。

(5)ま た、前稿15ペ ージ、註③参照。

(6)ま た、前稿15ペ ージ、註④参照。

(7)ま た、前稿15ペ ージ、註⑤参照。

(8)ま た、前稿15ペ ージ、註⑦参照。

(9)豊 州灘 は、かつては順義王 アル タンの勢力圏 としても知 られ、現フフホ ト近 くの帰化城(大 板

升)が その本拠地であった。豊州灘周辺に40近 くはあったとされ る板升には、主に中国内地

か ら逃れてきた漢人た ち、特 に白蓮教徒が多数住んでお り、彼 らとアル タンとの繋が りも深か

った とされ る。従って、明朝にとっては常々警戒すべき存在であった。隆慶和議の際、把漢那

吉をアルタン側に戻す交渉の過程で、大板升趙全の身柄引き渡 しを誘導 していったことを見て

も、その警戒感の強 さが推 し量れ る。萩原淳平 「アル タン ーカン と板升」、『東洋史研究』第

14巻 第3号 、1954年 、他 を参照。

(10)ま た、前稿15ペ ージ、註⑨参照。 なお、前稿では二名の小台吉(小 官)を 、順義王俺答の子

孫 としたが、誤 りである。 卜失兎の子孫に訂正 したい。

(11)ま た、前稿15～16ペ ージ、註⑭。

(12)ま た、前稿16ぺ ・一一・一一ジ、註⑯。

(13)『 明清内閣大庫史料 第一輯 明代(上)』 、東北圖書館(藩 陽)、1949年12月 、第7巻 、第

156号 梢案、400～403ペ ー ジ所収。

(14)ま た、前稿16ペ ージ、註⑰。
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TransmissionofTangbao塘 報inLateMingEra

FromOutsidetheBorderofDatong大 同toBeijing

SAKURAITbshiro

Anofficialdocumenちwhichtransmitmilitaryinformationfromthefrontline,wascalled

Tangbao塘 報intheMingtimes.Whenanofficereceivesadocumentwhichneedstoberelayed

fmallytothecentralgovernmenちsuchasTangbao,theyusuallyquotethesentencesfromthe

receiveddocument,withoutchangingevenaword,andthenmakesthenewone.Asaconsequence,

manystrataofformerdocumentsformthenew且ymadedocument.

Notonlytheoriginalmilitaryinformationofthefronちbutalsothedataofwhomadethe

documentatwhichofflce,andwhentheywerereceived,arerecordedinthemateachphaseofthe

relayingroute.Andthatiswhywecould㎞owbywhichroutethe㎞fb㎜ationwasrelayed,andhow

manydaysandhoursitneeded,fromthenorthwestfrontofDatongtogettoBeijing.

Inthisarticle,lstUdied8casesofrelayedTangbaoduringl3thand14thyearofChong-zhen崇

禎reign(1340～1341),whoseoriginalinfoimationweremostlyfromShahufortress殺 胡 墜.AIIof

themfinallyreachedBeijingviaRightGuardofDatong大 同 右 衛andDatong-chen大 同 鎮The

estimateddistancebetWeenShahufortressandBeijing,whencourierandpostalroutes騨 遽 路were

used,wasabout520㎞,andthedaysrequiredtopassthroughwouldbearoundlOto15,including

timespenttodealwiththedocumentattheofficesenroute.

ItisacharacteristicfactthattheyneededcomparativelylongtimeatDatong-chen,especiallyat

theofficesoftheGrandCoordinator巡 撫ortheIntendantofMilitalyCommandCircuit兵 備 道.It

mightbeduetotheirincreasingauthorityandresponsibilityinthelatterhalfofMingtime.
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